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 上信越道を走り、軽井沢碓氷ＩＣが近づくと、まるで取り付く島もない要塞のような、ふたつの岩峰

が現れ、車はその岩峰の懐深くに続くトンネルに吸い込まれていく。この岩峰が「恩賀高岩」である。

高い方が雄岩、低い方を雌岩と呼ぶようだ。名のごとき、ここは「山」ではない。そう、間違いなくこ

こは「岩」である。ちょっと見、クライマーでもない我々が登れる岩にはとても見えない。ところが、

これが登れるのだ！！それも、上級向きとはいえ、ハイキングルートとして紹介されているのである。

実際、銀座山の会でもすでにⅠ崎・Ｎ野・Ｓ佐パーティーで去年の５月に登っているようだ。報告によ

ると、ヒルに追われながら逃げるように登ったようで、暖かい時期は全く食指が動かない。どうやらこ

こは晩秋から早春が適期のようである。また、雄岩にはクサリがあってそれを頼りにできるが、雌岩に

登るにはクサリや固定ロープがないのでロープが必要なようだ。なるほど、「ハイグレードハイキング+

軽い岩登り！！」適度にスパイスが効いて、初冬の１日を楽しむにはなかなか良いではないか！！よし、

今回はここにしよう！！とＭＬで公募。手軽な日帰りルートなのでそこそこ集まると思ったのだが、し

ばらくノーレス、ほぼ諦めかけたころにＡ原さんがエントリーしてくれた。単独だったら行く気は全く

なし、ビデオｄａｙを覚悟していたので上等である。Ａ原さんとシーズン間近の山スキーの計画でも考

えながら楽しもうではないか！！ということで報告です。 

 

 早朝、5:50に西武練馬駅を出発。渋滞はなく、山スキーの話で盛り上がりながらドライブしていると

危うく上信越道に入りそびれるところであった。アブネェー。高岩トンネルで恩賀高岩の懐を通過すれ

ば軽井沢碓氷ＩＣはすぐそこである。インターを出て、最初の信号を右に行くとすぐに路肩があったの

でここに車をデポして、7:30に出発。しばらく車道を行くと早速ドーンと恩賀高岩が姿を現す。右の岩

が雄岩で左が雌岩である。果たしてどうやったらあの岩峰のてっぺんに立てるのだろうか？興味津々で

ある。やがて登山道に入るとすぐに大岩の下に祠がある。ここで安全祈願。 

 最初は杉の植林の急登、深い落ち葉に足を取られて滑り易い。グイグイ登ればやがて西上州らしい雑

木林が広がり、紅葉時にはきっと素晴らしい紅葉が楽しめそうだ。ヒルが成りを潜め、紅葉のピークで

ある11月上旬頃がきっとベストシーズンであろう。雑木林の後ろには巨大な岩峰が木の間越しに望め、

いよいよこのルートの核心部が近づいてくる。 

 息を切らせながら急登を登って行くとやがて、雄岩と雌岩の鞍部に到着。まずは右側に聳える雄岩に

向かう。岩の基部まで行くと、踏み跡が二手に分かれる。右側は垂直の岩に阻まれそうに見えたので左

の踏み跡を行くと、あら残念～。この踏み跡は絶壁に消えてハズレ。再び戻って、岩の基部を廻りこむ



 

と、ドドーンと現れた

傾斜の急なチムニ

ー！！はるか上からク

サリが下がっている。

記録によると。約３０

ｍ、ほぼ１ピッチ分あ

る。Ａ原さんに先に行

ってもらって撮影タイ

ム。そして自分の番、

クサリを掴まずに登る

とかなり充実する。チ

ムニーは中に入り過ぎ

ると、高度感がないの

は良いが身動きが取れ

ず、体の硬い僕にはき

つい。だから、中に入

らずにチムニーの外側を登るのだが、傾斜が強いので高度感抜群！！さらにクサリと離れるといざとい

う時に掴めないので結構緊張、「さすがハイグレードハイキング！！」である。 

 このクサリ場を超えると、また踏み跡が二手に分かれ、今度は右をチョイス・・・アタリ！！山頂は

すぐそこでした。山頂からは目が眩むような高度感！！すぐ真下にインターチェンジが見え、雌岩の奥

には、雪雲の中

にちらちら雪の

被った浅間山の

山肌が見え隠れ

している。さら

に、荒船山の台

形や西上州の凸

凹の山並が墨絵

のように幾重に

も折り重なって

見え美しい。 

 

 

 

 

 

  

 

充分景色を堪能し、もと来た道を引き返し、慎重にク

サリ場を下降し、雌岩の分岐まで戻り今度は雌岩に向

かう。雌岩Ⅰ峰は歩いて登れる。 

ここから、雄岩の全貌が望め、登ったチムニーも確認

できる。（岩の真ん中下部の洞穴の左から右上するライ

ンがクサリ場である。ここから見ると登れそうにはと

ても見えないのだが・・・よくこんな場所にルートを

開いたものだ。） 

  

 



 

Ⅰ峰から少し歩けば今回の核心部のⅡ峰がナイフリッ

ジの向こうに姿を現す。壁をよく見ると、傾斜は急だが

ホールド、スタンスは豊富で、ペツルのボルトが短い間

隔でしっかり打たれている。 

 ここは高所が苦手な僕にとっては、取付きまでのナイ

フリッジの方が壁よりも緊張した。普通に歩ける幅はあ

るのだが恐いものは恐い。壁は１０ｍ位も高さで快適に

登れる。 

雌岩山頂は「女岩」と書かれた標識があり、雄岩同様四

方に切れ落ちていて高いとこが好きな人にとってはたま

らないだろう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、下降は当然懸垂下降である。仮にここを

フリーで登れたとしても、下降はロープ必携なの

で、Ⅱ峰に登るのなら登攀装備は必携である。続

くⅢ峰は歩いて行けるが、写真撮影には最高の場

所である。妙義をバックにお互いに写し合う。 

 

 

 



 

  

Ⅲ峰からは、雄岩がまさに

要塞のように見える。 

ここからは普通の山の登山

道となり、1か所クサリ場もあ

るが比較的平和な道になり、

やがて車道と合流。見上げる

と辿ってきた岩峰がカッケエ

ー！！後はダラダラ歩けば、

車のデポ地に到着。わずか３

時間半ほどの行程で、行動食

はおろか、水分も全く取らず

に下山してしまったが、さす

がに空腹感を覚え、美味しい

ラーメン屋を目指す。埼玉・

群馬周辺のチェーン店「おう

ぎや」、ここなら間違いがない。

ということで、安中市にある

「おうぎや」に直行。味噌チャーシュー麺と餃子に舌鼓をうち、時間も早いので、節約のためオール下

道で帰京した。 

恩賀高岩は半日行程の短いルートですが、日の短いこの時期にサクッと遊びに来るには良いルートで

す。午前中のうちに下山できるので、午後は観光やグルメっていうのもお奨めです！！Ａ原さん付き合

ってくれて有り難うね！！いよいよ山スキーシーズンですね！！そっちの方も宜しくお願いします。 

 

■コースタイム 

車デポ地（7:30）～（8:06）鞍部～（8:30）雄岩（8:55）～（9:40）雌岩Ⅱ峰（10:00）～（10:08）雌

岩Ⅲ峰（10:15）～（11:00）車デポ地 

  


